
様　式　イ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定
・事業視察や活動報告会・研修会などを通じて内容の充実を図るとともに、実施校を拡大する。
・一定の事業が地域と密着して毎年度開催されているところであるが、運営委員の構成の改善などにより、より地域に根ざした特色あ
る事業や新規の事業に取り組む。
・事業名を「学校・地域連携事業」に変更する。

施策体系ｺｰﾄﾞ 5-1-2 5-2-1 事 業 名

事

業

内

容

（
量

･

場

所

･

規

模

等

）

学校開放地域活動モデル事業

教育委員会生涯学習部生涯学習推進課　　中　　211-3872

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

平成16年度 新規5校 2年目5校 3年目5校 4年目5校
5年目以上10校 計30校
平成17年度 新規5校 2年目5校 3年目5校 4年目5校
5年目以上15校 計35校
平成18年度 新規5校 2年目5校 3年目5校 4年目5校
5年目以上20校 計40校
（運営委員会への委託は4年間、5年目からは自主運
営）

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞ 子どもを豊かに育んでいくための地域の教育力向上や「開かれた学
校」づくりを進めるため、学校を拠点に活動する団体や地域の団体等
で構成する学校開放運営委員会に事業を委託し、放課後、休日、総
合的な学習の時間などにおける子ども向けプログラムの企画・実施、地
域人材の情報収集と活用、学校施設利用のあり方の検討などを行う。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
・各運営委員会(学校)で、子ども向けプログラムや地域人材活
用等の事業を実施した。
・実施回数　　　232回(うち子ども向け203回)
・参加者数　　　33,257人
　　　　内訳　　　運営側　　　 3,075人
　　　　　　　　　　子ども　　　23,038人
　　　　　　　　　　大人　　　　　7,144人
・土・日曜日、平日の放課後、総合的な学習の時間などに、主
に学校を会場として実施している。
※主な内容
　　・読み聞かせの会　・親子釣り大会　・昔遊びの会
　　・花いっぱい運動　・土曜公開講座　・地域ふれあいコン
サート
　　・親子交通安全教室　・料理教室　・薬物乱用防止教室など
　
事業費（決算額）２，１７７千円

・各地域の特色を生かして、自然体験や社会体験、世代間交
流などの子ども向けプログラムのほか、地域人材の情報収集と
活用などの事業を実施した。
・実施回数　　　244回(内子ども向け203回)
・参加者数　　　39,357人
　　　　内訳　　　運営側　　　4,280人
　　　　　　　　　　子ども　　　27,233人
　　　　　　　　　　大人         7,844人
・土・日曜日、平日の放課後、総合的な学習の時間などに、主
に学校を会場として実施している。
※主な内容
　　・ほたる放流、観察会　・鮭の調理実習　・陶芸教室　・国際
交流活動　・ゴミゼロ大作戦　・星空を観察する会
　　・植樹体験　・いきいきパソコン教室　・親子綱引き大会　・
アイスキャンドルづくり等
　
事業費（決算額）２，１７６千円

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
・各地域の特色を生かして、自然体験や社会体験、世代間交
流などの子ども向けプログラムのほか、地域人材の情報収集と
活用等の事業を実施した。
・実施回数　　　184回(内子ども向け141回)
・参加者数　　　25,822人
　　　　内訳　　　運営側　　　2,829人
　　　　　　　　　　子ども　　　17,304人
　　　　　　　　　　大人         5,689人
・土・日曜日、平日の放課後、総合的な学習の時間などに、主
に学校を会場として実施している。
※主な内容
　　・シャボン玉作り講習会　・絵手紙教室
　　・消火栓除雪ボランティア　・自転車安全点検
　　・地域合同パトロール　・おりがみ教室　　等
　
事業費（決算額）２，１７６千円
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評    価（成　　果）

課    題

・町内会の活動、地域の方の学校行事への参加、パソコン講
習会など積極的な活動で地域の方が気軽に学校にくるなど環
境作りができた。
・地域の方から「地域の先生」として学習ボランティア等を発信
する事によって、学校と地域との間に数多くのネットワークがつ
くられた。
・地域の関係機関(町内会、町づくりセンター、児童会館等)との
連携がスムーズに行われるようになり、活動状況の情報交流が
進んだ。

・活動が徐々に定例化され地域に浸透してきたことにより、事
業実施の環境が整ってきた。活動を通じて学校と地域の距離
感が縮り、地域住民にとって学校が身近なものとなりつつある
が、いまだ、運営組織が学校中心になりがちであることから、学
校側の負担が過重にならないようにしていく必要がある。
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新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書
（単位：千円）
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学校開放地域活動モデル事業実施校 25校 30校 35校 40校
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